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これらのデータは、
① データ入力を行ってみたいという要望
があることに配慮し、また、
② 対応のないｔ検定のためのデータ構
造を明示することを目的としています。

サンプル数 10 は、小さ過ぎます。
これについては、６章３節 を見て下さい。

１．２． サンプルデータの準備

看護統計支援研究所 を ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検索すると、
そのホームページから、サンプルデータ、
Sample_Data_for_EZR_Handbook_.xls
がダウンロードできます。
（本書の最後に、データのインターネットアドレスの
QRコード も示しました。）

(Google Chrome が不調の場合は、
MS-Edge など、試してみて下さい。）

このエクセルファイルを、C:¥EZRDATA に入れます。

エクセルファイルを、ダブルクリックすると、
次のスライドのような、エクセルシートが立ち上がります。
このシートを用いて、本章の演習を進めます。
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１．３． 対応のないｔ検定

２群の平均の間に差があるかどうかを検定する手法で、
最も使用頻度の高い検定である。

EasyRでは、この検定結果を表示するのに最も妥当である、
棒グラフ(標準偏差付き)が自動的に出力される。

グラフは、その中で、右ボタンを押し、ビットマップにコピーを
行うと、パワーポイントなどに貼り付けることができる。

初めて見ると、変なデータ構造と感じられるかも知れないが、
アンケート調査のデータシートを構築し、解析を始めてみると、
妥当な構造であることが、お解りいただけると思う。

多くの統計ソフトが、この構造を採用している。
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Sample_Data_for_EZR_Handbook_.xls を 選んで
／ 開く

１章を 選んで
／ OK
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＜ 読み込んだデ－タの確認 (1/2)＞

８ペ－ジに従って読み込んだ後、表示

4

＜ 読み込んだデ－タの確認(1/2)＞
Dataset ｳｨﾝﾄﾞｳ が立ち上がる。
NAは、欠損値と認識され、EasyRは、無視して解析を進めてくれる。
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統計解析 ／連続変数の解析 ／
２群の等分散性の検定(Ｆ検定) ／

＜等分散性のＦ検定＞
(対応のないｔ検定の準備)

1-3-6

血色素量 ／ 性別 ／ ＯＫ
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Ｒ コマンダー の
出力 に

F検定 P値 = 0.628

0.628 は 0.05
より大きく
等分散仮説が
棄却されなかったので、
ｔ検定に進む。

(P値 < 0.05 の場合は、
Welchの検定を行う。)
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血色素量 ／ 性別 ／ ＯＫ
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解析結果をドラッグ
(青くなる) ／ 右ボタン
コピー ／
ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄなどに貼付

グラフの上で、右ボタン ／
ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟにコピー ／
ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄなどに貼付

1-3-11
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１．４． 相関分析

相関分析は、２つの変量の間に、どのような関係があるか、
検討する手法である。

本節の例題では、HbA1cは、空腹時血糖値の代替え指標とし
て使用できるかどうかを、検討するが、
この方法が、相関分析である。

相関係数(ｒ)が重要な指標であり、代替え指標で
あるためには、概ね 0.9以上である必要があるだろう。

EasyR では、相関分析に最も妥当であると考えられる、散布
図が自動的に生成される。

＜例題.２.  相関(回帰)分析＞

空腹時血糖値(血糖)は、特定健康
診査(検診)の重要項目である。10時

間絶食が必要であるが、受診者が守
れないこともしばしばである。

その場合、健診の評価では、
ヘモグロビンＡ１ｃ(HbA1c)を代替指標
として使用している。

右のデータは、10人の検診受診者
の、空腹時血糖値と HbA1c の測定
結果である。相関(回帰)分析を
試みよう。

1-4-2



第１章   EasyR はじめの一歩

－ 15 －

空腹時血糖値 ／ Ctrl+ ＨｂＡ１ｃ ／ ＯＫ
(ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｰを押しながら)

1-4-4
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１．５． 対応のあるｔ検定

３節では、血色素量に男女差があるかを検討したが、
本節では、ジムに通って行う運動により、体重減少した
かどうかを、検討する。

同じ人について、一定の期間を置いて、前後の測定を
行って比較するので、「繰り返し測定のｔ検定」とも
言われる。

この解析に適切なグラフは、折れ線グラフであるが、
妥当なデータ数 (概ね30以上) になると
判読が難しくなるので、EZRでは自動出力されない。
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ジム前 ／ ３ヶ月後 ／ ＯＫ
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＜例題.３.  解析結果例＞

> summary.ttest
平均 標準偏差 P値

ｼﾞﾑ前 62.1 4.483302 0.0184
３月後 59.0 4.618802

５％水準で有意であった。

３ヶ月間のジムにおける
トレーニングは、有効であった。

*

体
重
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* (p=0.018)

体
重

＜対応のあるｔ検定 凡例＞
（繰り返し測定の差の検定）

＜EZR 出力＞
平均 標準偏差 P値

ｼﾞﾑ前 62.1 4.483302 0.0184
３月後 59.0 4.618802

折れ線グラフが妥当であるが、
データ数が多くなると判読不能
になるので、
EZRでは自動出力されない。

P値： 判定：
1.0～0.05 n.s.（not ｓignificant）

(有意差なし)
0.05～0.01 ＊ (5%水準で有意差あり)
0.01～0.001 ** (1%水準で有意差あり)
<0.001 ***(0.1%水準で有意差あり) 1-5-7

1-5-8

＜EasyR の終了方法（最も手順が少ない）＞

R Consoleで、× を押す ／ いいえ


